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意見交換会実施報告書 
 

開催日時 
平成２７年１１月１０日（火） 

午後６時３０分 ～ 午後８時００分 

開催場所 美麻公民館 中会議室 

出席議員 

二條 孝夫 （責任者、報告者）  佐藤 浩樹 （記録者） 

太田 昭司 （受付等）      大和 幸久 （受付等） 

中牧 盛登 （司会者） 

参加市民数 ２６人 

議会報告内容 
平成２６年度決算・事務事業評価について 

人口ビジョン・総合戦略について 

意見交換内容 

（要望提言等） 

 

合併について 

○発言１ 

合併してから 10 年間が経過したが、美麻や八坂への予算執行が少

ないように思われる。合併特例債や過疎債は、どれくらいこの地域

に充てられているか。合併して損をしたと感じている市民もいる。 

★回答１ 

正確な金額は把握していないが、総合計画に基づいて予算措置を

している。合併は良し悪しの部分があると考えている。 

 

ぽかぽかランド美麻について 

○発言２ 

予算措置が遅れた理由は。また図面も見ずに議会は補正予算を議

決したのか。 

★回答２ 

設計の遅れと聞いている。平面図等で位置や広さなどを確認して

いる。現在は男女の風呂の大きさに違いがあったが、今度は、男女

同程度の広さと聞いている。 

 

○発言３ 

ぽかぽかランド美麻は地域のよりどころ的な存在であるが、地域

住民に対して現状の復旧工事の情報が少ない。入浴人員が減るとも

聞いている。 

★回答３ 

地域推進協議会を開いており、風呂の大きさについては、行政か

らも住民からも意見が出ていない状況である。今度は地下にあった

機械室を１階に設けることや、脱衣所の面積が狭いという声を反映

して、脱衣所の面積を広くすると聞いている。 

 

○発言４  

隣接する美遊の活用方法も検討が必要である。 

★回答４ 

 ご意見として承る。 
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指定管理について 

○発言５ 

麻の館の指定管理が一年延びたが、その審査会のメンバーは松本

市の弁護士などで構成されている。地域の現状が理解できるとは思

えない。また、明日香荘に比べて麻の館は指定管理料を頂いていな

い。明日香荘に比べて不公平ではないか。千見のおやきセンターも

譲渡の話があるが、美麻は八坂に比べて冷遇されている。 

★回答５  

明日香荘については、会計に透明性と客観性を持たせるために、

公認会計士等が入りチェックしている。おやきセンター、麻の館の

話は払い下げが目的で、1 年間の指定管理の延長と聞いているが、

まだ議会に議案が提出されていない状況である。指定管理料や継続

に関して、議会として検証していく。 

 

○発言６  

ぽかぽかランド、麻の館、おやきセンターは地域の雇用の場でも

ある。１年間の指定管理制度を継続することなど、行政改革推進委

員会から市長へ答申したのは 7 月であるため、9 月定例会にて報告

があったと思う。 

★回答６  

9 月定例会ではなかった。12 月定例会で報告があると思うため、

議会で検証したい。 

 

災害への対応について 

○発言７ 

神城断層地震の対応が遅かったと感じている。 

★回答７ 

震災が発生した時のマスコミ対応や現地対策本部の設置などにつ

いて課題もあった。今後、対策本部の対応なども含めて検証してい

く。 

 

市民農園について 

○発言８ 

 市民農園はなかなか修繕してもらえない状況で、現在も空きがあ

る状態である。活用方法を検討する必要がある。 

★回答８ 

 ご意見として承る。 

 

支所機能の充実について 

○発言９  

地域力、企画力などの支所機能が低下している。例えば災害の情

報発信が少ない。台風で浸水しているにもかかわらず、行政として

巡回にも来なかった。また、大町市は部長制であるが、以前は美麻

支所長も部長級だった。現在の支所長は課長級で決裁できない金額

があると聞いている。市長との連絡不足や支所と本庁のたらいまわ
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しがある。 

★回答９  

行政側へ伝える。 

 

○発言１０  

市営住宅の改修、使用してない旧教員住宅を改装して定住促進を

図って欲しい。 

★回答１０ 

 行政側へ伝える。 

 

公共交通について 

○発言１１ 

市民バスが土曜日に来ないのは困る。地域のイベントと連携する

など、土日の運行を検討してほしい。 

★回答１１  

市民バスをより多くの人が利用できるように見直しをする必要が

ある。行政側へ伝える。 

 

○発言１２ 

 スクールバスが学校の坂の下（支所の入り口）に到着する時間は

始業の 5 分前である。小学校低学年には厳しいのではないか。 

★回答１２ 

 行政側へ伝える。 

 

事務事業評価について 

○発言１３  

コミュニティスクールの事務事業評価について、「美麻、八坂の学

校は地域の実情を検証しながら」とあるが検証に意味はあるのか。 

★回答１３ 

 現在力を入れて事業を推進しているように、継続して地域と共に

進んでいただきたいという思いから、現状維持と評価している。 

 

農業について 

○発言１４  

起業、働く場、定住となった場合、農業に興味を持つ若者が多い。

圃場整備をしても荒廃地になってしまい、遊休農地が増えている。 

★回答１４ 

 ご意見として承る。 

 

意見交換会について 

○発言１５  

子育て世代が参加できるように託児所を開設してほしい。 

★回答１５ 

議会として検討する。 
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安心・安全な食について 

○発言１６  

大町は放射能の測定をしている、20 ベクレルは安全だというがそ

れは下限値であり、県外産シイタケなどは 10 ベクレル出ている。子

どもには安全なものを食べさせたい。 

★回答１６ 

行政側へ伝える。 

 

人口ビジョン・総合戦略について 

○発言１７  

年間の出生数の目標が 180 名程度とあるがその根拠は。 

★回答１７  

今年は 180～185 名程度の出産数であるが、それを維持すること

を目指していく。出生率の国の目標は 1.8、大町市の目標は 2.0 であ

る。 

 

○発言１８  

子育て支援のビジョンを示すことが大切である。市内の 30 代男性

の結婚支援をすることはできないか。 

★回答１８  

大町市でも婚活支援をしている。 

 

○発言１９  

子育て世帯は、子どもを産んで預けるところがなく、働けない、

お金がない状況が多い。保育園の保育の仕方を検討し、特色のある

保育の工夫をしてほしい。 

★回答１９ 

 行政側へ伝える。 

 

その他 

特記事項 

 

 

 

 


